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1．飯塚市の公共下水道事業の現況



1-1 公共下水道の整備状況

飯塚市では１つの処理区（飯塚処理区）
にて下水道事業を実施中

項目 数値

行政人口
（人）

123,604

処理人口（人） 58,150

整備面積（ha） 1,588

水洗化人口（人） 53,366

普及率（%） 47.0

水洗化率（%） 91.7

令和7年3月末時点



1-2 終末処理場の概要
項目 飯塚終末処理場

位置 飯塚市柳橋地内

敷地面積 約53,800m2

供用開始 昭和49年（1974年）

排除方式 分流式 及び 合流式

処理方式
水処理 標準活性汚泥法

汚泥処理 濃縮⇒消化⇒脱水

全体計画・事業計画

計画日最大汚水量（全体計画） 30,800m3/d

計画日最大汚水量（事業計画） 24,900m3/d

計画処理能力 約35,000m3/d

既設処理能力（m3/日） 30,000m3/d

放流先 遠賀川（一級河川） B類型（イ）

年間総処理水量（m3/年） 6,741,644（令和6年度実績）

うち年間汚水処理水量（m3/年） 6,192,062（令和6年度実績）

最終処分／有効利用

・焼却炉、コンポスト化施設は無し
・発生した汚泥を脱水し、民間業者へ
搬出（堆肥化）
＜令和6年度実績＞
・発生汚泥量：83t/日（生汚泥）
・搬出汚泥量：6.96t/日（脱水汚泥）



1-2 中継ポンプ場等の概要（１）
中継ポンプ場（合流式）

中継ポンプ場（分流式：雨水）
1.処理区名称 芦原雨水ポンプ場 東町雨水ポンプ場 水江雨水ポンプ場

2.位置 片島3丁目 飯塚 川津

3.処理区 飯塚排水区 飯塚排水区 飯塚排水区

4.供用開始 平成17年（2005年） 平成18年（2006年） 令和6年（2024年）

5.排除方式 分流式 分流式 分流式

6.現有能力 （雨水）90.0m3/min （雨水）66.0m3/min （雨水）183.0m3/min

1.処理区名称 片島ポンプ場

2.位置 片島2丁目

3.処理区 飯塚処理区

4.供用開始 昭和46年（1971年）

5.排除方式 合流式

6.現有能力
（汚水）57.7m3/min、
（雨水）152.0m3/min



1-2 中継ポンプ場等の概要（２）
中継ポンプ場（分流式：汚水）

1.処理区名称 鶴三緒ポンプ場 露切汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 殿浦汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 下三緒汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場

2.位置 鶴三緒 菰田西3丁目 川島 下三緒

3.処理区 飯塚処理区 飯塚処理区 飯塚処理区 飯塚処理区

4.供用開始 昭和59年（1984年） 昭和63年（1988年） 昭和55年（1980年） 平成11年（1999年）

5.排除方式 分流式 分流式 分流式 分流式

6.現有能力
（汚水）1.44m3/min
（雨水）157.0m3/min

（汚水）11.34m3/min （汚水）17.00m3/min （汚水）4.32m3/min

1.処理区名称 目尾汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 吉北汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 清水谷汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 鯰田南汚水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場

2.位置 目尾 吉北 相田 鯰田

3.処理区 飯塚処理区 飯塚処理区 飯塚処理区 飯塚処理区

4.供用開始 平成21年（2009年） 平成7年（1995年） 昭和58年（1983年） 昭和56年（1981年）

5.排除方式 分流式 分流式 分流式 分流式

6.現有能力 （汚水）6.96m3/min （汚水）1.20m3/min （汚水）0.33m3/min （汚水）0.12m3/min

マンホール形式ポンプ場：１８箇所



1-2 管路施設の概要
種別 延長（m）

分流式
汚水管 約280km

雨水管 約6km

合流式 合流管 約44km

合計 約330km



1-3 下水道計画の概要（全体計画・事業計画）

全体計画 事業計画

既計画 今回計画 備考 既計画 今回計画 備考

計画策定年度 平成28年度 令和4年度 平成30年度 令和4年度

計画目標年度 平成47年度 令和17年度 平成35年度 令和11年度

行政区域面積（ha） 21,396 21,396 21,396 21,396

計画面積
（ha）

汚水 2,747 2,747 1,869 1,608 -260.7

雨水 2,672 2,672 1,855 1,855

行政人口（人） 110,400 114,000 +3,600 122,091 119,000 -3,091

計画処理人口（人） 65,100 67,000 +1,900 60,380 53,670 -6,710

排除方式 分流式（一部合流式） 分流式（一部合流式）

汚水量原
単位(L/
人・日)

日平均 325 325 325 325

日最大 440 440 440 440

時間最大 635 635 635 635

計画汚水
量：設定
値(m3/日)

日平均 23,100 22,800 -300 20,900 18,400 -2,500

日最大 30,800 30,800 +0 28,000 24,900 -3,100

時間最大 45,200 44,600 -600 40,900 36,100 -4,800

令和４年度末時点 ※令和7年度に事業計画変更予定



1-4 下水道経営戦略
安定した事業運営のための目標設定 ※令和7年度に経営戦略見直しを実施中



2．ウォーターPPPとは



2-1.ウォーターPPPの概要

レベル3.5の4要件
①⻑期契約（原則10年）、②性能発注、③維持管理と更新の一体マネジメント、④プロフィットシェア

包括的民間委託

複数年度・複数業務
による民間委託
【レベル2】

複数年度・複数業務
による民間委託
【レベル3】

ウォーターPPP

管理・更新一体
マネジメント方式
【レベル3.5】

公共施設等運営事業
（コンセッション）
【レベル4】

長期契約（10～20年） 長期契約（原則10年） 長期契約（3～5年） 長期契約（3～5年）

複数年度・複数業務
による民間委託
【レベル1】

長期契約（3～5年）

性能発注 性能発注 性能発注 性能発注 性能発注

維持管理②※

（ユーティリティ含む）
維持管理②※

（ユーティリティ含む）
維持管理②※

（ユーティリティ含む）

維持管理②※

（ユーティリティ含む）

維持管理①※

修繕 修繕
修繕

更新工事

【更新実施型】
更新計画案の作成

更新工事

【更新支援型】
更新計画案の作成

プロフィットシェア運営権（抵当権設定）

利用料金直接収受

※維持管理①とは水質管理＋運転操作及び保守点検

※維持管理②とは維持管理①＋ユーティリティの調達及び施設管理

複数年度・複数業務
による民間委託
【レベル2.5】

長期契約（3～5年）

性能発注

維持管理②※

（ユーティリティ含む）

修繕
一部のみ

官⺠連携方式の1つで、委託範囲によりレベル分けされているもののうち、
レベル3.5，レベル4に該当するもの。



※内閣府HP「W-PPPの概要」より抜粋

2-2.ウォーターPPPの4要件



2-3.ウォーターPPPにおけるスキーム選定

※国土交通省「下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版」より抜粋

・スキームの検討に
ついて、まずは少な
くとも一つの処理区
を検討する。
・入札・公募の開始
時点で、対象施設・
業務範囲の設定が処
理区のすべての施設
等ではない場合、客
観的な情報に基づい
て説明が必要。

※客観的な情報：
マーケットサウン
ディングの結果等



2-4.ウォーターPPPにおける想定される受託者

※国土交通省「下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版」より抜粋



3．導入方針（案）



3-1.想定業務範囲
飯塚市では、レベル3.5の更新支援型の導入を想定し検討をしている。



3-2.対象施設と契約期間
ウォーターPPP導入検討においては、少なくとも一つの処理区を選択して、
そのすべての施設を対象とすることが基本となっている。
本市では、１つの処理区しかないため、飯塚処理区を選定する。

※国土交通省「下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版」より抜粋

対象処理区 飯塚処理区

対象施設 処理場
中継ポンプ場
管路・マンホールポンプ

契約期間 R10.4.1〜R20.3.31

（10年）

対象施設と契約期間（案）



3-3.性能発注
原則性能発注だが、管路については仕様発注から段階的に性能発注へ移行
することも場合によっては検討をする。

※国土交通省「性能発注の考え方に基づく⺠間委託のためのガイドライン」より抜粋

項目 性能発注による⺠間委託 仕様発注による⺠間委託
①⺠間企業の
役割

運転主体者
想定水質及び想定水量の範囲内にある下水を
受け入れ、基準値以下まで処理して放流する
ための一連の業務を提供

地方公共団体の補助者
施設の運転方法等、仕様書に記載された内容を
満足するための役務の提供

②委託業務の
範囲

包括的委託
施設の運転管理委託、清掃業務、設備点検業
務、緑地管理業務、物品管理業務(消耗品、燃
料、薬剤等の受発注を含む)等を一括して受託

限定的委託
施設の運転管理業務、清掃業務、設備点検業務、
緑地管理業務等については、業務仕様が規定さ
れている上、燃料、薬剤等については支給され
る場合が多い

③契約年数 複数年度 単年度

④委託業務遂
行における自
由度

大きな自由度
性能が発揮されている限り、職員数等につい
ては⺠間企業の自由裁量が原則

限定的
監査への対応等のため、「下水道施設維持管理
積算要領ー終末処理場・ポンプ場施設編ー」に
定めた人員の確保を求められることもある

⑤責任分担
(契約に基づく
もの)

明確に規定
想定水質及び想定水量の範囲内にある下水を
受け入れた場合、責任を持って基準値以下ま
で下水を処理する必要がある

契約書上は明確な規定少なし（「甲乙協議」等
で代替）
仕様書に記載された役務の提供を行っている限
り、処理水が基準値を上回っていても、責任は
地方公共団体にある

⑥維持管理効
率化に向けた
ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ

働きやすい
⺠間企業の創意⼯夫が⺠間企業にとってのメ
リットにもつながることから維持管理業務の
効率化が期待される

働きにくい
⺠間企業の創意⼯夫を反映できる余地が少なく、
維持管理業務の効率化は期待しにくい



4．太陽光発電設備導入について



4-1.太陽光発電設備導入のガイドラインの位置づけについて

※国土交通省「下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版」より抜粋



4-2.太陽光発電設備導入可能性調査の結果について

令和６年度に「飯塚市下水道事業脱炭素化検討業務」を実施しており、
事業スキームは以下の通り評価され、ＰＰＡ方式が推奨されている。



5．窓口業務について



5-1.窓口業務について

以下の窓口業務について、スキームに入れることを検討している。

 排水設備、浄化槽設置補助金の申請受付業務

 管路埋設状況の確認申請の受付業務



6．今後のスケジュール（予定）



6-1.導入スケジュールについて

年度 R7 R8 R9 R10

導入可能性調査

公募資料作成

事業者募集・選定

契約・引継ぎ

事業実施

現時点での想定であり、変更の可能性があります。


